
Hachinohe City 

日帰り路線バスパックによる 
       お出かけ機会の創出 

八戸市 都市整備部 都市政策課 
交通政策グループ 
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【八戸公共交通ポータルサイト】 www.city.hachinohe.aomori.jp/public_transport/ 

日帰り路線バスパックをはじめとした地域公共交通活性化に向けた取組を紹介しています。 



Hachinohe City 

八戸市の概要 

①人口：23万1,379人（H27国勢調査速報値） 

    【青森県第２の都市】 

②商圏人口：約63.4万人（H23） 

  【青森県南～岩手県北】 

③商品販売額：6,505億円（H24） 

  【青森県第２位】 

④製造品出荷額等：4,907億円 (H25) 

  【北東北最大の工業都市】 

⑤水揚げ状況 
  水揚げ数量：11万トン (H27 全国6位)  

    水揚げ金額：197億円 (H27 全国9位)  

  【全国有数の水産都市】 

⑥八戸港コンテナ取扱量：58,065TEU (H27) 

   ⇒過去最高を更新！     
  【東北有数の港湾物流都市】 
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(速報値) 
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 八戸市は、人口約23万人、青森県南東部に位置する県内第二の都市である。 

 東北新幹線や東北縦貫自動車道八戸線、八戸港（重要港湾）、三沢空港、本州と 
北海道を結ぶフェリー等、北東北における陸・海・空の交通結節点となっている。 

 県内最多の商圏人口を擁し、岩手県北も含めた広域商業を担っている。 

 
 



Hachinohe City 

日帰り路線バスパックの企画・商品化 

 人口減少が進展する中にあって、通勤・通学、通院、買物等といったいわゆる日常利用だ
けで路線バスを支えていくことには限界があり、路線バス利用の新たな需要を掘り起こす
必要がある。 

背景 

ポイント 
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 毎日運行している路線バスならではの、クルマとは一味違う楽しみ方を提案し、通勤・ 
通学等の日常利用以外のバス利用の促進を図る。 

目的 

 バス乗車券と施設入場券等がセットになった企画乗車券を、交通事業者、沿線施設等と
連携して企画・商品化。 

事業概要 

 目的地と移動手段をパッケージにすることで、バス路線や時刻表を読
み取る等のハードルが下がり、日頃、バスを利用しない人でも気軽に
おでかけできる。 

 交通事業者（バス利用増）、対象施設（入館者等増）、利用者
（お得に楽しむ）がそれぞれメリットを感じられる仕組みづくり。 



Hachinohe City 

日帰り路線バスパックの企画・商品化 

提供方式１．チケット方式（事前購入） 

■ 概要：バス乗車券と施設入場券等の料金がセットになった 
             チケットを購入 

■ メリット：利用方法がわかりやすい、料金の総額が明示される 
        安心感、など 

■ デメリット：関係主体間の事務手続が煩雑（運賃と入場料等 
          の精算）、チケット販売場所の確保、など 

■ 概要：対象となるバスの降車時に運転手に申し出てクーポンを 
       受取る。対象施設でクーポンを提示し、割引等特典を 
       受けるとともに、バス回数券（復路割引分）をもらう 

■ メリット：事務手続が簡易（精算不要）、チケット販売場所が 
        不要、など 

■ デメリット：一見して利用方法がわかりにくい、バス運賃等の個別 
          の支払が発生、など 
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提供方式２．クーポン方式（事前購入不要） 

中心街・八戸駅からの往復バス割
引乗車券と市の文化施設観覧料
割引券が一体となったチケット 

例：是川縄文館バスパック 

例：ごのへ馬肉料理バスパック 

協賛店舗へのクーポン提示で、馬
肉料理セット（特別価格）とバス
回数券（復路割引分）を提供 



Hachinohe City 

中心街 

市内：サバ 十和田：アート 三沢：温泉 市内：歴史 市内：酒蔵 

五戸：馬肉 市内：国宝 階上：蕎麦 市内：国宝 三戸：まち 

十鉄 市営 南部 空港連絡バス 市営 市営 

南部 南部 南部 南部 南部 

八戸駅 

日帰り路線バスパックの企画・商品化 

 中心街と八戸駅を起点に、2時間～半日で楽しめるコースを設定している。 
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Hachinohe City 

平成27年度利用実績 
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日帰り路線バスパックの企画・商品化 

 運転免許を持たない高齢女性のご友人同士や、おばあちゃんがお孫さんを連れてのお出
かけ、あるいは家族で出かけてお父さんが運転を気にせずお酒を飲んで帰って来られるなど、
路線バスを使った新しいお出かけの仕方が提案できている。 



Hachinohe City 

 バスパックの周知と販売促進を図るため、体験会を定期的に開催。 

 協賛施設以外の体験メニューや特典を盛り込むなどし、効果の波及をめざす。 

体験会の開催 

 持続可能な仕組とするため、バス運賃、施設利用料等の割引部分には補助を入れていない。 

 自治体や交通事業者に商品企画ができれば、チケット等の印刷費のみで事業実施可能。 

 路線バスの利用促進にとどまらず、体験会の開催等により、協賛施設以外にも誘客効果
が波及するなど、地域活性化にもつなげられる可能性。 

 

バスパックの可能性 
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日帰り路線バスパックの企画・商品化 
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 ごのへ馬肉料理バスパックに見る地域活性化事例 

八戸五戸路線バス利用促進協議会 
（行政・バス事業者・商工団体・観光団体） 

地域住民・観光客 

バス事業者 

運賃 魅力 
発信 

馬肉料理店 

移動 
サービス 

地域商店街等 

割引 
サービス 

料金 買物 

 バスパック概要：八戸駅または八戸市中心街から五戸行きの路線
バスに乗車すると、五戸町内協賛３店舗で馬肉料理セットを特別
料金で提供 

 提供方式：クーポン方式（往路降車時に乗務員からクーポンを 
受け取り、協賛店舗で提示） 

 実施主体：八戸五戸路線バス利用促進協議会 

   （八戸市、五戸町、南部バス、馬肉料理３店舗、五戸町商工会、 
       五戸町観光協会）  
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馬肉料理 

荒
町
・
中
央
・
五
戸
駅
前 

①バス車内で
クーポンをもらう 

②クーポンを持参して
食事（割引料金） 

③アンケート記入して
バス回数券をもらう 

南部バス 
（八戸線扇田経由） 

自由行動 
（散策・買物等） 

八
戸
駅
・
中
心
街
タ
ー
ミ
ナ
ル
・ 

ラ
ピ
ア
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
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八戸市 五戸町 

自由行動 
（散策・買物等） 

バスパック利用者の動き 
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④バス回数券を
利用して帰宅 

 食事の前後の時間（自由行動）に、利用者が地域の商店街や観光スポット等を回遊す
るような工夫をすることで、利用者のお出かけ体験はより充実し、地域にとっても活性化の
きっかけとなり得る。 

 ごのへ馬肉料理バスパックに見る地域活性化事例 



Hachinohe City 

八戸市内から五戸行きの 
バスに乗車します。 

ある日の体験会の様子 
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 この日は八戸市中心街から五戸行きの路線バスに乗車。 

 五戸町で降車する際、乗務員から路線バスパックのクーポンを受け取っておくと、後ほど 
協賛店舗において特典が受けられる。 

 ごのへ馬肉料理バスパックに見る地域活性化事例 
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五戸に到着したら、まち歩きの
開始！見どころ満載！ 
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 体験会では、協賛店舗以外へ人の流れをつくることが重要となる。 

 この体験会では、町の地域おこし協力隊がガイドをし、観光スポットや地元商店街などへ
利用者を案内し、馬肉料理だけでない、町の魅力に触れていただいた。 

ある日の体験会の様子 

 ごのへ馬肉料理バスパックに見る地域活性化事例 
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まちあるきでお腹をすかせ、 
お待ちかねの馬肉料理！ 
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ある日の体験会の様子 

 協賛店舗では、食事後の会計時にクーポンを提示することで割引料金が適用される。 

 さらに、帰りのバス運賃の支払いに利用できる100円分の回数券が提供される。 

 ごのへ馬肉料理バスパックに見る地域活性化事例 
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ある日の体験会の様子 最後に五戸のお土産を買って
帰りましょう！ 

 ごのへ馬肉バスパック利用者の約３割が、普段ほとんどバスを利用しない人であり、路線
バスの新規需要が開拓されている。（H25～27利用者アンケート結果より） 

 協賛店舗での追加注文や、商店街等でのおみやげ購入等による経済効果も期待される。 

 ごのへ馬肉料理バスパックに見る地域活性化事例 


